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原宿から世界へ！ 警備会社がカレー屋を出す理由
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　今の会社を立ち上げる前は、大手警備会社に 20 年ほど勤めていました。子会社に出向してキャリアを
積み、40 代後半に差し掛かった頃、役員に抜擢されるかもしれないという話が舞い込んできました。上
場企業の子会社でも役員になれれば、サラリーマンとしては一つのゴールです。そう思うと急に面白くなく
なるもので、「一度は自分の名前で勝負してみたい」と思い、後藤商店という看板で独立しました。それ
が 49歳の頃で、今年で 5年目です。
　後藤商店は警備の会社ですが、飲食業にも興味がありました。安定した経営という観点でも飲食業へ
の進出を考えたのですが、初めはコロナの影響で頓挫。その後、M&A した警備会社の社長が飲食業を得
意とする方だったので、改めて一緒に飲食店を立ち上げることにしました。
　実は、若い頃に横須賀で海上自衛隊に所属していたことがあるんです。海上自衛隊と言えば、金曜カレー。
「海軍カレー」の名を冠したレトルトカレーがよく売られていますが、元海上自衛官が作っているものは見た
ことがなかったので、私が挑戦することにしました。店名は「HARAJUKU BAY」。原宿は若い女性が多い
街なので、海軍のイメージを基調にしつつ、ピンクでまとめています。スタッフには水兵服をモチーフにし
た制服を着てもらってカレーやカレーパンを販売します。メイドカフェではないですよ（笑）。
　本音を言うと、海上自衛隊のカレーと言っても特に目立った違いはありません。だから、融資をしてくれ
る銀行からも初めは「原宿でカレーを出しても売れるわけがない」と言われました。ただ、我々はカレー
ではなく、空間を販売するんです。海軍カレーという名のカレーを、海軍を思わせる雰囲気の店で食べて、
水兵服を着たスタッフたちがサービスをしてくれる。この3点で、「非日常」を提供することに意義があります。
　今年、来年には、HARAJUKU BAY を海外展開したいと考えています。コロナの状況にもよりますが、
国内で 2 店舗出すよりも思い切って海外に出した方が面白いかな、と思って。従業員も「君、次は海外の
店長だ」と言われたら楽しいんじゃないかな。

松田 一隆さん（NAGAYA かわさき）
縁を引き寄せ歩みを進める、元力士のちゃんこ屋さん
　父親が力士だったこともあり、自分の力を試してみようと思って、相撲部がある高校に進学。卒業と同
時に伊勢ノ海部屋へ入門し、力士になりましたが 2009 年に断髪しました。早いもので、引退して 13 年
になります。
　相撲部屋での経験を活かし、飲食店で修行した後にちゃんこ専門ケータリングで再スタートしました。
相撲は年 6回開催されるのですが、両国国技館で開催するのは1月5月9月だけで、3月は大阪場所、7
月は名古屋場所、11 月は九州場所があります。加えて、偶数月には春夏秋冬の巡業があって、夏には東
北地方や北海道を回るんです。そこから着想し、しばらくはケータリングをしていました。その後、実店
舗を構えることになり、お店を主軸に切り替えてからは 3年半になりますね。
　年明けに店舗を移転し、リニューアルオープンしました。移転のきっかけは、4 歳になる私の息子です。
保育園の帰り道にあるタイ料理屋さんが息子を構ってくれて、オーナーとも交流を持つようになったところ、
昨秋にオーナーから「閉店するのでここで店をやらないか」と。驚きましたが、常連さんがついて心にも
余裕が出てきた頃だったので、二つ返事でお受けしました。店舗展開や拡張移転を見据えて準備をしてい
たので、そういう意味でも「全部歯車が合致した」と思いました。
　週末には相撲道場の監督もやっており、生徒も 20 人近くいます。川崎は相撲が盛んな街で、川崎市
の中学校のうち十数校には相撲部があります。お店を開いたことで、川崎の相撲関係者と交流が生まれ、
川崎の子たちにも相撲を教える機会が増えてきました。今後は、お店を通じて相撲という競技をより一層
広めていけたらと思っています。
　新店舗がオープンした際には祝花をたくさん頂きました。最初の店舗をオープンしたときは花なんてあり
ませんでした。一歩一歩進んだ結果、移転前のお客さんからもお花を頂き、この3年半は無駄ではなかっ
たと確信しました。これからも愛されるお店作りを続けていきたいです。

元力士　勝盛大将
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セントラル警備保障に入社
子会社に出向　大宮支社長　本社警備部長を経て退職。
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旬のNAGAYAをお届けするコミュニケーションマガジン
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　現在は店舗物件とテナントのマッチングプラットフォーム「テナンタ」を運営していますが、
これまでにもコミュニティサイトを作ったり、シェアハウスのプラットフォームを立ち上げたり
してきました。興味関心や同じ目的を持った人同士でコラボレーションが起きないのはもっ
たいない、気が合う者同士すぐ出会えたらいいのに、という基本的な思いは学生の頃から
変わっていません。
　テナンタの利用者はさまざまで、本当に初出店の方もいれば、超有名店の移転先を探して
いる方、ミシュランのシェフもいます。岡山の「うのまち珈琲店」というブックカフェは、全
国展開するにあたって東京での出店先をテナンタで募集し、最終的に渋谷西武での出店が
決まりました。通常、商業施設はリーチしにくいのですが、うのまち珈琲店のオーナーと会っ
た方が渋谷西武に繋いでくださり、良い条件で入ることができたようです。今度、鎌倉でも
新店舗を出すと聞きました。土地柄を知らなくても、現地で熱心に動いてくれる理解ある不
動産屋さんとの繋がりを持つことができたわけです。
　実際、このオーナーはとても素敵な方で、彼の周りで多くの人が動くのも頷けます。彼の
ように魅力ある方々がうまく出店できると、街の雰囲気も変わると思います。彼が鎌倉にお
店を1軒開くことで年間で何十万人という接点が生まれます。店舗を通じて、僕は街のコミュ
ニケーションを増やしていきたいのです。
　NAGAYA と出会ったのは、NAGAYA AOYAMA がオープンする直前か直後だったと思いま
す。妻の友人の紹介でイベントスペースとしてお世話になりました。その後、法人化するにあ

たり、人の繋がりや温度感を大切にしたNAGAYAのコンセプトが好きだったので、ここで登記しようと決めました。ただ貸すだけのシェアオフィ
スが多い中、NAGAYA AOYAMAには哲学や意志を感じます。
　コミュニケーションが生まれると「自分がこの場所にいる」という実感が湧き、やがて「この場所が好き」に変わります。愛着が生まれるとオー
ナーシップも出て、だんだんと「好き」を通り越して「俺の場所だ」になっていきます。シェアオフィス然り、店舗も然り、自分と場所との繋
がりは人が生むのだと思います。

編集後記
今回は、偶然に【食】プロダクトの方々への
インタビューでした。ゼロからイチを立ち上げ
た皆さんのお話は、色々な気づきと学びがあ
りました。事業って、自分の好きなことを追
求していく中で見えてくるものだったりするん
ですね。　（原田優香）

M&A のパートナーとの出会い、子供を通じて
のタイ料理屋さんとの出会い……人との出会
いが思わぬ転機につながるお話はドラマチッ
クですね。そんな転機につながる出会いを続々
と生み出す「テナンタ」の発想もすごい。今
回は NAGAYA の中に社会の縮図を垣間見た
気がしました。NAGAYA の皆さん、すごいで
す。　（吉澤瑠美）

執筆・編集：原田優香、吉澤瑠美
コーディネート：広瀬新朗

NAGAYAの活動を見守り応援してくださる、さまざまな分野のエキスパート
「NAGAYAサポーター」からメッセージを頂いていますのでご紹介します。

米国留学を経て、2005 年立命館大学在学中に興味関心で人をつなげ
る SNS を開発・起業。未踏ソフトウェア創造事業に採択。2011 年
StartupWeekend を通じてコンセプトシェアハウスのポータルサイト
「colish.net」を立ち上げ、㈱コリッシュ創業。シェアハウスプロデュー
ス事業を通じて、商業用物件の流通構造に問題意識を持ち「テナンタ」
を立ち上げるに至る。
http://tenanta.jp

NAGAYA AOYAMA のオープン当初から広瀬
さんを始めメンバーの方々にはお世話になり
ました。当時、私も独立したばかりで不安な
部分も多かったのですが、定期的なイベント
の仕事やケータリング先のご紹介など助けて
頂き成長出来ました。NAGAYAは、多業種・
多世代間の関わり合いが最大の魅力で、皆
んなが win-win になりやすい環境だと思い
ます。早くコロナが落ち着き、皆んなが交
流できるようなイベントが元通りになる日が
待ち遠しいです。

NAGAYA サポーターからひとこと

［NAGAYA 広瀬より］

長きにわたり NAGAYA の交流会やイベントで皆の胃袋を満たしてくれた木下氏。いまは湘南の素敵な佇まいの一軒家レストランで、

美味しい料理を通じて 老若男女たくさんの人を笑顔に導かれています。

木下 俊さん
（オーガニックグリル鵠沼海岸 Chef / モッシュキュイジーヌ代表）

小原 憲太郎さん（NAGAYA AOYAMA）
街にコミュニケーションを、店舗とオーナーのマッチングサイト「テナンタ」


